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長
谷
川
成
一
監
修

『
弘
前
城
築
城
四
百
年
―
城
・
町
・
人
―
の
歴
史
万
華
鏡
』

相
馬

英
生

近
年
は
歴
史
ブ
ー
ム
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
、
全
国
各
地
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る

観
光
地
は
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
、
各
自
治
体
は
歴
史
的
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
地

域
お
こ
し
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
青
森
県
内
に
目
を
向
け
る
と
、
二
〇

一
一
年
、
弘
前
城
は
築
城
四
百
年
を
迎
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
弘
前
城
は
本
州
最

北
端
の
近
世
城
郭
を
持
つ
津
軽
氏
の
居
城
で
あ
り
、
ま
た
近
代
以
降
は
弘
前
公
園
と

し
て
、
満
開
の
桜
を
中
心
に
季
節
を
問
わ
ず
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
引
き
つ

け
て
や
ま
な
い
地
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
十
二
月
に
は
、
東
北
新
幹
線
が
青
森
市
ま

で
伸
張
し
た
こ
と
で
、
青
森
県
内
、
特
に
津
軽
地
方
で
は
観
光
面
で
の
一
層
の
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
歴
史
ブ
ー
ム
、
新
幹
線
効
果
と
い
っ
た
文
言
が
飛
び
交
う
状
況
下
に
あ

っ
て
、
本
書
を
監
修
さ
れ
た
長
谷
川
成
一
氏
は
、
若
い
市
民
と
の
懇
談
の
な
か
で

「
弘
前
城
の
成
り
立
ち
や
弘
前
城
下
の
変
遷
、
弘
前
城
の
歩
み
に
つ
い
て
、
正
確
な

知
識
が
や
や
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
危
惧
の
念
を
抱
か
れ
た
と
い

う
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
「
多
少
な
り
と
も
改
善
し
、
弘
前
城
を
城
郭
の
視

点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
の
歴
史
的
背
景
も
含
め
て
総
体
的
に
と
ら
え
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
編
集
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
東
奥
日
報
社
に
よ
る
築
城
四
百
年
に
向
け
て
の

企
画
「
弘
前
城

二
〇
一
一
築
城
四
〇
〇
年
へ
向
け
て

城
・
町
・
人
の
歴
史
万
華

鏡
」
と
し
て
「
東
奥
日
報
」
紙
上
に
五
一
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
が
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
（
連
載
期
間
は
二
〇
〇
九
年
五
月
十
六
日
～
二
〇
一
〇
年
五
月
二
十

九
日
）。

執
筆
者
は
大
学
や
博
物
館
の
研
究
機
関
に
属
す
る
研
究
者
や
文
化
財
保
護
に
携
わ

る
行
政
職
員
と
い
っ
た
第
一
線
で
活
躍
中
の
十
八
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、
執
筆
内
容
も

考
古
学
、
歴
史
学
（
中
世
、
近
世
、
近
現
代
）
、
民
俗
学
と
多
岐
に
わ
た
り
、
三
つ

の
章
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
項
目
、
合
計
五
一
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か

長
く
な
る
が
、
全
項
目
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

壱

城
の
章
「
北
狄
の
押
さ
え
」
か
ら
師
団
施
設
、
公
園
へ
の
有
為
転
変

１

弘
前
城
と
津
軽
領
―
弘
前
城
は
四
万
七
千
石
の
城
か
？

２

慶
長
十
六
年
の
築
城
―
幕
府
公
認

領
内
の
城
郭
を
集
約

３

国
絵
図
に
み
る
弘
前
城
―
幕
府
に
従
い
城
を
「
□
」
で
表
す

４

南
溜
池
―
軍
事
的
性
格
薄
れ

憩
い
の
場
に

５

弘
前
城
の
石
垣
―
時
代
性
・
技
術
の
伝
播
絡
み
あ
う

６

元
禄
の
石
垣
普
請
―
「
飢
饉
の
原
因
」
と
感
じ
た
民
衆

７

津
軽
信
政
の
天
主
再
建
計
画
―
藩
内
に
動
揺

四
〇
人
超
す
処
罰
も

８

城
跡
か
ら
出
土
の
陶
磁
器
―
九
州
産
の
高
級
食
器

数
多
く

９

城
跡
に
現
存
す
る
建
物
―
蝦
夷
地
警
備
と
深
い
因
縁

城
跡
の
失
わ
れ
た
建
物
―
絵
図
資
料
か
ら
様
子
を
推
測

10

規
模
と
曲
輪
配
置
―
大
き
く
堅
固
な
信
長
・
秀
吉
流

11

文
化
の
高
直
り
と
天
主
の
再
建
―
藩
政
崩
壊
へ
の
道
を
加
速

12

幕
末
・
明
治
維
新
と
城
地
―
公
園
と
し
て
政
府
か
ら
借
用

13

弘
前
公
園
の
成
立
―
津
軽
家
、
旧
城
払
い
下
げ
の
悲
願

14
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観
桜
会
と
さ
く
ら
ま
つ
り
―
植
栽
を
重
ね
大
正
期
か
ら
活
況

15

陸
軍
と
弘
前
城
―
兵
器
関
連
施
設

三
の
丸
に
立
地

16

戦
後
の
弘
前
公
園
―
青
森
県
を
代
表
す
る
一
大
観
光
地
に

17
弐

町
の
章
「
城
下
町
か
ら
軍
都
、
学
都
へ
の
歩
み
」

１

長
勝
寺
構
と
新
寺
構
―
当
時
の
都
市
計
画
伝
え
る
遺
構

２

長
勝
寺
と
諸
寺
院
―
城
下
へ
寺
社
移
転
、
藩
が
統
制

３

青
森
町
の
町
立
て
―
弘
前
城
内
の
屋
敷
配
置
に
倣
う

４

絵
図
に
み
る
町
割
り
と
岩
木
川
―
移
り
変
わ
り

貼
紙
で
修
正

５

弘
前
城
下
・
津
軽
領
の
ね
ぷ
た
―
町
ご
と
に
運
行

競
い
合
い
喧
嘩

６

領
国
貨
幣
「
津
軽
銀
」
―
佐
渡
の
山
師
招
聘

城
下
に
職
人

７

元
禄
飢
饉
と
武
家
の
郭
外
移
転
―
藩
士
大
量
解
雇
で
町
並
み
変
化

８

弘
前
藩
と
敦
賀
・
大
津
・
大
坂
蔵
屋
敷
―
上
方
へ
米
売
却

海
運
盛
ん
に

９

弘
前
藩
の
京
都
屋
敷
と
津
軽
町
―
官
位
・
官
職
拝
領
の
重
要
拠
点

弘
前
藩
の
江
戸
屋
敷
―
幕
命
で
神
田
か
ら
本
所
へ
移
転

10

比
良
野
貞
彦
が
見
た
弘
前
城
下
―
歴
史
研
究
の
貴
重
な
資
料
に

11

白
神
山
地
と
弘
前
城
下
―
燃
料
の
薪
材

岩
木
川
使
い
運
ぶ

12

城
下
町
の
伝
承
と
記
憶
―
暮
ら
し
に
息
づ
く
近
世
の
記
憶

13

城
下
町
の
災
害
―
災
害
教
訓
「
雪
下
ろ
し
」
に

14

人
々
の
食
事
―
藩
政
時
代
の
酒
・
料
理
・
菓
子

15

蓑
虫
山
人
が
見
た
弘
前
・
津
軽
―
岩
木
川
沿
い
の
街
並
み
を
描
写

16

リ
ン
ゴ
生
産
を
支
え
た
弘
前
の
地
場
産
業
―
「
初
な
り
」
機
に
会
社
組
織
誕

17

生

参

人
の
章
「
貴
賎
、
聖
俗
、
老
若
男
女
、
貧
富
の
別
問
わ
ぬ
悲
喜
こ
も
ご
も
」

１

西
洞
院
時
慶
と
津
軽
信
建
―
関
ヶ
原
後

京
都
で
情
報
収
集

２

信
枚
・
満
天
姫
・
天
海
―
幕
府
と
津
軽
家
の
関
係
築
く

３

弘
前
城
下
の
家
臣
団
―
侍
屋
敷
で
一
五
〇
〇
人
以
上
生
活

４

津
軽
本
家
と
黒
石
分
家
―
江
戸
期
は
密
接
な
血
縁
関
係

５

弘
前
藩
と
盛
岡
藩
―
常
に
「
気
に
な
る
存
在
」

６

夷
島
か
ら
み
た
弘
前
、
津
軽
領
―
お
家
騒
動
な
ど
興
味
深
い
記
述

７

殿
様
の
印
鑑
―
公
的
な
黒
印
、
性
格
表
れ
る
私
印

８

岩
木
山
信
仰
の
風
説
―
「
天
気
不
正
」
自
然
破
壊
へ
警
鐘

９

弘
前
・
津
軽
を
訪
れ
た
人
々
―
仏
像
や
地
図
な
ど
足
跡
残
す

蝦
夷
地
警
備
と
津
軽
領
―
領
民
動
員
で
労
働
力
不
足
に

10

藩
校
稽
古
館
の
設
立
と
展
開
―
寛
政
改
革
で
藩
士
の
教
化
図
る

11

平
田
国
学
と
鶴
舎
（
鶴
屋
）
有
節
・
平
尾
魯
僊
―
学
問
と
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

12

ク百
沢
寺
と
松
前
阿
吽
寺
・
高
野
山
清
浄
心
院
―
阿
吽
寺
の
住
持
め
ぐ
り
争
論

13

『
忍
ぶ
草
』
と
弘
前
城
―
蝦
夷
地
警
備
藩
士
の
姿
を
描
く

14

お
殿
様
の
墓
・
庶
民
の
墓
―
戒
名
の
格
が
高
い
と
墓
石
大
き
く

15

術
か
ら
道
へ
の
武
芸
改
革
―
幕
末
以
降

大
き
く
変
化
し
た
技
術

16

明
治
の
外
国
人
が
見
た
津
軽
―
リ
ン
ゴ
栽
培
や
藍
染
書
き
残
す

17参
考
文
献

あ
と
が
き

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
内
容
が
多
方
面
に
わ
た
り
、
書
評
を
書
く
こ
と
は
容
易
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で
は
な
い
が
、
以
下
、
各
章
ご
と
に
紹
介
し
て
い
く
。

ま
ず
、
「
城
の
章
」
は
弘
前
城
を
中
心
と
し
て
、
弘
前
城
築
城
か
ら
戦
後
の
弘
前

公
園
ま
で
の
変
遷
に
関
す
る
事
項
か
ら
な
る
。
最
初
に
津
軽
家
の
「
北
狄
の
押
さ

え
」
と
し
て
の
役
目
と
弘
前
城
の
規
模
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
国
絵
図
と
弘

前
城
、
南
溜
池
、
石
垣
普
請
、
四
代
藩
主
信
政
に
よ
る
治
世
と
天
守
再
建
計
画
の
頓

挫
、
弘
前
城
跡
出
土
の
陶
磁
器
と
津
軽
家
の
経
済
力
と
の
関
係
と
い
っ
た
藩
政
初
期

に
お
け
る
諸
問
題
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
藩
政
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
文

化
五
年
、
十
万
石
へ
の
石
高
昇
格
、
蝦
夷
地
警
備
負
担
と
そ
の
見
返
り
と
し
て
認
め

ら
れ
た
弘
前
城
天
主
の
建
設
、
民
次
郎
一
揆
、
南
部
家
と
の
家
格
上
昇
競
争
と
そ
れ

が
も
た
ら
し
た
相
馬
大
作
に
よ
る
藩
主
寧
親
の
狙
撃
未
遂
事
件
等
に
つ
い
て
ふ
れ
ら

れ
、
さ
ら
に
は
現
在
に
伝
わ
る
貴
重
な
弘
前
城
天
主
を
始
め
と
す
る
城
内
の
櫓
や
門

に
つ
い
て
、
歴
史
学
と
考
古
学
の
膨
大
な
先
行
研
究
や
保
存
事
業
の
成
果
が
示
さ
れ

る
。
近
代
に
入
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
、
東
北
鎮
台
一
分
営
の
城
内
設
置

を
発
端
と
し
て
、
弘
前
城
は
軍
事
施
設
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
し
て
い
く
。
や
が

て
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
、
津
軽
家
か
ら
弘
前
市
へ
の
公
園
管
理
移
管
、

戦
後
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
、
弘
前
城
一
帯
が
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
現

在
の
桜
と
城
郭
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
観
光
地
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
い
っ
た
こ
と
が

各
項
か
ら
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
弘
前
城
の
特
色
と
し
て
筆
者
が
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
津
軽
氏
が

幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
北
狄
の
押
さ
え
」
と
し
て
の
役
目
と
引
き
換
え
に
、
領
地

高
が
四
万
七
千
石
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
万
石
ク
ラ
ス
の
大
名
に
匹
敵
す
る
規
模
の
居

城
建
設
が
許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
、
津
軽
家
に

与
え
ら
れ
た
役
目
の
重
さ
を
象
徴
す
る
も
の
こ
そ
が
、
弘
前
城
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。続

い
て
、
「
町
の
章
」
は
「
城
下
町
か
ら
軍
都
、
学
都
へ
の
歩
み
」
と
し
て
、
近

世
城
下
町
弘
前
に
関
す
る
事
項
か
ら
な
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
弘
前
城
の
周
囲
を
寺
社
配
置
で
囲
む
壮
大
な
惣
構
え
に
つ
い
て

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
規
模
な
土
木
工
事
に
よ
る
惣
構
え
の
構
築

は
、
為
信
一
代
で
津
軽
全
域
の
領
主
と
な
っ
た
近
世
大
名
津
軽
氏
に
と
っ
て
、
そ
の

力
と
支
配
の
正
当
性
を
知
ら
し
め
る
「
重
要
な
威
信
装
置
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
津
軽
氏
が
圧
倒
的
な
規
模
の
労
働
力
と
財
力
を
集
め
、
集
中
的
な
突
貫
工

事
に
よ
っ
て
、
近
世
城
郭
と
都
市
か
ら
な
る
近
世
城
下
町
を
本
州
最
北
端
の
地
に
突

如
と
し
て
出
現
さ
せ
た
こ
と
、
領
内
か
ら
城
下
へ
寺
社
、
武
士
団
、
商
人
・
職
人
を

集
住
さ
せ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
は
近
世
城
下
町
成
立
の
典
型
的
事
例
が
津
軽
の
地
に

お
い
て
展
開
し
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
初
期
弘
前
城
下
の
景
観
は
元
禄
飢
饉
が
も
た
ら
し
た
大
量
の
下
級
藩
士

「
減
少
」
（
召
し
放
ち
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
き
屋
敷
へ
、
城
内
に
居
住
す
る
家
臣

団
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
「
津
軽
弘
前
城
之
絵

図
」
か
ら
窺
え
る
町
割
り
の
変
遷
、
弘
前
藩
蔵
米
の
上
方
へ
の
移
出
拠
点
と
し
て
の

鯵
ヶ
沢
や
深
浦
と
日
本
海
海
運
と
の
関
係
、
敦
賀
・
大
津
・
大
坂
の
各
蔵
屋
敷
、
京

都
屋
敷
、
江
戸
屋
敷
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
機
能
、
弘
前
城
下
と
青
森
町
に
見
ら
れ
る
類

似
し
た
町
割
り
、
近
世
の
喧
嘩
ね
ぷ
た
を
起
源
と
す
る
現
代
の
ね
ぷ
た
祭
り
、
弘
前

藩
独
自
の
領
国
貨
幣
「
津
軽
銀
」
と
発
行
を
可
能
と
し
た
領
内
の
鉱
山
群
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
比
良
野
貞
彦
が
見
た
弘
前
城
下
、
燃

料
薪
供
給
地
と
し
て
の
白
神
山
地
、
伝
承
と
現
在
に
つ
な
が
る
年
中
行
事
の
数
々
、

城
下
を
襲
っ
た
水
害
、
火
災
と
い
っ
た
諸
災
害
、
食
生
活
の
多
様
性
、
放
浪
の
画
家
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蓑
虫
山
人
が
描
い
た
弘
前
、
津
軽
、
士
族
授
産
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
リ
ン
ゴ
生

産
と
い
っ
た
幅
広
い
話
題
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

参

人
の
章
「
貴
賎
、
聖
俗
、
老
若
男
女
、
貧
富
の
別
問
わ
ぬ
悲
喜
こ
も
ご
も
」

「
人
の
章
」
で
は
、
章
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
る
。

特
に
、
津
軽
信
建
と
西
洞
院
時
慶
と
の
親
交
、
松
前
慶
広
と
為
信
・
信
建
の
因
縁
の

対
立
、
百
沢
寺
と
信
建
妻
を
祀
っ
た
高
野
山
清
浄
心
院
と
そ
の
末
寺
で
あ
る
松
前
阿

吽
寺
に
関
す
る
記
述
を
読
む
と
、
津
軽
家
の
正
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
津
軽
信
建
の
実

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
信
枚
と
正
室
満
天
姫
、
天
海
と
信
枚
の
師
弟
関

係
、
歴
代
藩
主
の
性
格
を
表
す
私
印
、
岩
木
山
信
仰
や
風
説
、
弘
前
や
津
軽
を
訪
れ

た
円
空
、
古
川
古
松
軒
、
菅
江
真
澄
と
い
っ
た
人
々
、
領
民
へ
過
大
な
負
担
を
強
い

た
蝦
夷
地
警
備
と
犠
牲
と
な
っ
た
藩
士
を
偲
ぶ
『
忍
ぶ
草
』
、
さ
ら
に
弘
前
藩
の
学

芸
と
し
て
、
藩
校
稽
古
館
の
設
立
と
展
開
、
平
田
国
学
と
鶴
屋
有
節
と
の
関
係
、
学

問
的
に
高
水
準
を
誇
っ
た
津
軽
平
田
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
民
俗
学
の
先
駆
者

で
も
あ
っ
た
平
尾
魯
僊
ら
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
考
古
学
や
民
俗
学
の
成
果

と
し
て
、
身
分
階
層
ご
と
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
近
世
の
墓
石
に
つ
い
て
や
、
そ
し

て
、
武
道
が
幕
末
以
降
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
、
剣
術
や
撃
剣
が
剣
道
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
は
興
味
深
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
グ
や
Ａ
・
Ｃ
・

マ
ッ
ク
レ
ー
と
い
っ
た
明
治
初
期
に
外
国
人
が
見
た
津
軽
の
紹
介
も
な
さ
れ
る
。

最
後
に
、
本
書
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
本
書
を
構
成
す
る
五
一
の
項
目
に
よ
っ
て
、
弘
前
城
や
弘
前
城
下
、
城
下

に
暮
ら
す
民
衆
の
生
活
、
信
仰
、
文
化
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
次
に
各
項
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
読
み
手
に
と
っ
て
理
解
し

や
す
い
記
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
読
み
や
す
く
、
理

解
し
や
す
い
記
述
と
い
っ
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
た
弘
前
藩
に
関
す
る
膨

大
な
研
究
成
果
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
そ
し

て
、
本
書
の
随
所
に
最
新
の
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。

次
に
、
口
絵
の
カ
ラ
ー
写
真
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、

見
て
い
て
楽
し
い
。
さ
ら
に
「
ひ
と
く
ち
メ
モ
」
に
よ
っ
て
、
補
足
の
説
明
が
な
さ

れ
、
読
者
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
る
。
た
だ
、
筆
者
の
力
不
足
ゆ
え
、
す
べ
て
の

内
容
を
十
分
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

歴
史
ブ
ー
ム
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
信
頼
に
足
り
る
出
版
物
は
ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う

か
。
本
書
に
は
弘
前
城
や
弘
前
藩
に
つ
い
て
「
歴
史
学
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
学
問

の
成
果
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
片
手
に
一
人
で
も
多
く
の
方
に
弘
前
を
訪
れ

て
欲
し
い
、
そ
う
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
一
一
年
一
月
刊
、
四
六
判
、
二
七
〇
頁
、
清
文
堂
出
版
、

価
格
二
七
〇
〇
円
＋
税
）

（
そ
う
ま
・
え
い
せ
い

三
戸
町
立
図
書
館
）

―
彙

報
―

◎
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
例
会
は
、
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
た
。

第
八
六
回

藤
原
義
天
恩
氏
「
弘
前
藩
に
お
け
る
平
田
国
学
―
そ
の
思
想
的
意

義
に
関
す
る
考
察
―
」

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日

（
Ｈ
）


